
官
兵
衛
は
、
播
磨

は

り

ま

の

国く

に

姫
路
（
兵
庫
県
姫

路
市
）
の
姫
路
城
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
実

名
は
孝よ

し

高た

か

と
い
い
ま
す
。

官
兵
衛
が
生
ま
れ
た
頃
の
播
磨
国
は
戦

国
大
名
毛
利
氏
に
従
う
武
将
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
信
長
の
近
畿
地
方
統
一
が
見

え
始
め
る
と
、
主
君
小
寺
政
職

ま

さ

も

と

に
勤
め
、

い
ち
早
く
信
長
側
と
な
り
ま
す
。

毛
利
氏
討
伐
の
た
め
播
磨
国
に
入
っ

た
秀
吉
を
姫
路
城
に
迎
え
た
後
は
秀
吉

に
仕
え
、
本
能
寺
の
変
で
信
長
を
討
っ

た
明
智
光
秀
を
討
伐
し
た
山
崎
の
合
戦

を
は
じ
め
、
賤
ヶ
岳
合
戦
、
小
田
原
攻

め
な
ど
に
参
戦
し
、
秀
吉
と
一
心
同
体

と
な
っ
て
天
下
統
一
に
大
い
に
貢
献
し

ま
す
。

そ
の
官
兵
衛
を
輩
出
し
た
黒
田
氏
は
、

近
江

お

う

み

の

国く

に

（
滋
賀
県
）
の
北
近
江
を
治
め

て
い
た
京
極
氏
の
流
れ
を
汲
む
一
族
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
時
代
、
近
江
国
を
治
め
て
い
た

佐
々
木
信
綱
が
四
人
の
息
子
た
ち
に
領

地
を
分
け
与
え
ま
す
。
そ
の
う
ち
愛
知

川
以
北
を
も
ら
っ
た
の
が
京
極
氏
初
代

で
四
男
の
氏
信

う

じ

の

ぶ

で
し
た
。
氏
信
の
孫
の

代
に
あ
た
り
、
黒
田
荘
（
郷
）
を
領
地

と
し
た
の
が
黒
田
氏
の
初
代
と
さ
れ
る

宗
満

む

ね

み

つ

で
、
そ
の
流
れ
が
官
兵
衛
へ
と
つ

な
が
る
と
黒
田
家
の
歴
史
書
『
黒
田
家

譜
』
は
伝
え
ま
す
。

北
近
江
で
は
黒
田
氏
ゆ
か
り
の
地
と

い
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
２
か
所
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
黒
田
氏
の
発
祥
の
地
と
伝

わ
る
伊
香
郡
黒
田
村
（
長
浜
市
木
之
本

町
黒
田
）
で
、
も
う
一
つ
は
京
極
氏
よ

り
領
地
を
分
け
与
え
ら
れ
黒
田
氏
の
本

拠
地
と
伝
わ
る
米
原
市
の
黒
田
六
郷

ろ

く

ご

う

（
米
原
市
本
郷
ほ
か
）
で
す
。

黒
田
六
郷
と
は
、『
改
訂
坂
田
郡
志
』

に
よ
る
と
、
現
在
の
米
原
市
本
郷
、
堂

谷
、
大
鹿
、
志
賀
谷
、
北
方
、
山
室
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
本
郷
に
は
、

「
御
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
黒
田
氏
の

居
館
跡
や
、
黒
田
家
の
始
祖(

し
そ)

で
あ

る
宗む

ね

満み

つ

を
祀
っ
た
荒
尾
神
社
、
黒
田
家

の
菩
提
寺
で
あ
る
法
　
寺

ほ

う

し

ょ

う

じ

な
ど
、
今
も

黒
田
氏
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
室
町
時
代
後
半
に
京
極
氏
が

北
近
江
を
支
配
す
る
た
め
に
整
備
し
た

上
平
寺
城
跡
や
京
極
氏
館
跡
に
も
、
黒

田
氏
の
足
跡
が
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

上
平
寺
城
跡
や
京
極
氏
館
跡
、
城
下

町
跡
な
ど
は
現
在
も
米
原
市
上
平
寺
に

残
っ
て
お
り
、
京
極
氏
遺
跡
と
し
て
国

の
文
化
財
（
史
跡
）
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
城
館
を
鮮
明
に
描
い
た

江
戸
時
代
初
期
の
「
上
平
寺
城
絵
図
」

（
市
指
定
文
化
財
）
に
は
、
城
下
町
の
南

西
に
家
臣
団
の
屋
敷
群
が
あ
り
、
浅

見
・
若
宮
・
多
賀
な
ど
と
と
も
に
黒
田

の
文
字
が
見
え
ま
す
。
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黒田孝高像（大阪城天守閣蔵）

黒
田

官
兵
衛

―
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田
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